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「どっちが速いかな？競走しよう！」
“なわとび電車” でかけ回る
元気いっぱいの一コマです
（飯舘村立までいの里のこども園・
飯舘村）

2022年度シリーズ

ふくしまのみらい

ホッ
トな福祉情報誌

目の不自由な方のために「はあとふるふくしま」は
音訳版および点訳版を作成しています。

「はあとふるふくしま」は作成経費の
一部に、共同募金配分金及び特別賛
助会員の寄付金を使用しています。
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心をこめた作業で届ける『はあとふる・ふくしま』
～いいざかワークの取組み～

シリーズ[未来へつなごう“ふくしま”から]
M I R A F U K U

社会福祉法人 福島県社会福祉協議会



▶
３
カ
月
に
一
度
開
催
し
て
い
る
三
春
地

区
避
難
者
見
守
り
連
携
会
議
。
関
係
者

の
情
報
共
有
、
意
見
交
換
の
場
と
な
っ

て
い
ま
す

三春地区避難者見守り連携会議で連携強化
～５年後、10年後を見据えた支援体制構築へ～

こ
と
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

９
月
に
開
催
し
た
第
２
回
連
携

会
議
で
は
、
日
頃
か
ら
三
春
町
社

協
と
連
携
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

み
ん
ぷ
く
が
参
加
。
同
法
人
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
員
が
復
興
公
営

住
宅
で
行
っ
て
い
る
入
居
者
同
士

の
交
流
促
進
や
自
治
会
設
立
・
運

営
支
援
な
ど
の
活
動
に
つ
い
て
報

告
し
、
今
後
も
互
い
に
連
携
し
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

三
春
地
区
避
難
者
見
守
り
連
携

会
議
を
通
し
て
三
春
町
社
協
と
避

難
元
社
協
、
関
係
機
関
の
連
携
を

強
化
し
、
目
の
前
の
課
題
解
決
を

図
る
と
同
時
に
、
５
年
後
、
10
年

後
を
見
据
え
た
支
援
体
制
の
構
築

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

三
春
町
社
協
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
は
、
３
カ
月
ご
と
に
「
三
春

地
区
避
難
者
見
守
り
連
携
会
議
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
昨
年
６
月

に
開
催
し
た
第
１
回
連
携
会
議
に

は
、
三
春
町
内
の
復
興
公
営
住
宅

で
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る
大
熊

町
、
富
岡
町
、
双
葉
町
、
葛
尾
村

の
各
社
協
の
生
活
支
援
相
談
員
が

出
席
。
支
援
の
現
状
や
課
題
に
つ

い
て
の
情
報
交
換
、
今
後
の
支
援

に
向
け
た
意
見
交
換
を
行
い
、
緊

急
時
に
三
春
町
社
協
と
避
難
元
社

協
が
速
や
か
に
連
携
す
る
た
め
、

緊
急
連
絡
先
カ
ー
ド
を
整
備
す
る

事例①

三春町

◀
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
復
興
公
営
住
宅

で
の
サ
ロ
ン
開
催
の
ほ
か
、
防
災
教
室

や
防
犯
教
室
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
も

実
施
し
て
い
ま
す

　

東
日
本
大
震
災
と
原
発
事
故
か
ら
12
年

が
経
過
し
ま
し
た
。
避
難
生
活
の
長
期
化

に
伴
い
、
県
内
の
復
興
公
営
住
宅
で
は
入

居
者
の
高
齢
化
が
進
み
、
団
地
や
地
域
に

馴
染
め
ず
孤
独
・
孤
立
を
深
め
る
人
が
増

え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す

る
た
め
、
県
社
協
は
今
年
度
か
ら
17
市
町

村
社
協
に
26
人
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

新
た
に
配
置
し
ま
し
た
。

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
主
な
取
組
み
と

し
て
は
、
次
の
３
つ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

一
つ
目
は
「
復
興
公
営
住
宅
見
守
り
連
携

会
議
」
で
す
。
関
係
市
町
村
社
協
が
連
携

し
て
見
守
り
を
強
化
す
る
た
め
、
定
期
的

に
企
画
・
開
催
し
て
い
ま
す
。
二
つ
目
は

「
居
場
所
づ
く
り
・
サ
ロ
ン
活
動
・
地
域

交
流
」
で
す
。
復
興
公
営
住
宅
の
全
入
居

者
、
さ
ら
に
地
域
住
民
も
参
加
で
き
る
企

画
を
運
営
し
て
交
流
を
促
進
し
ま
す
。
三

つ
目
は
「
復
興
公
営
住
宅
と
立
地
地
域
と

の
関
係
づ
く
り
」
で
す
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
地
域
の
関
係
機
関
な
ど
と
顔
の
見

え
る
関
係
を
つ
く
り
、
情
報
交
換
か
ら
課

題
共
有
、
課
題
解
決
に
向
け
た
取
組
み
を

行
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
み
に
つ
い

て
、
三
春
町
、
大
玉
村
、
白
河
市
の
事
例

を
紹
介
し
ま
す
。
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県社協は今年度から「避難者地域支援コーディネーター（以下、「コーディネーター」）」を新たに配置し、避
難者が現在の居住地で安心して生活できるよう地域支援の充実強化を進めています。今月号ではその取組み
事例を紹介するとともに、復興公営住宅を管理する県営住宅管理室との連携にスポットを当てます。また、「復
興公営住宅入居者実態調査モデル事業」についても報告します。

３
つ
の
取
組
み
を
通
し
て

避
難
者
の
孤
独
・
孤
立
を
防
止

避難者地域支援コーディネーターの活動
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▶
碁
盤
の
マ
ッ
ト
上
で
白
と
黒
の
ボ
ー
ル

を
打
ち
、
五
目
並
べ
を
行
う
囲
碁
ボ
ー

ル
。
誰
で
も
簡
単
に
楽
し
め
、
お
お
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た

サロンで避難者同士・地域住民との交流を促進
～ニュースポーツ体験で健康増進効果も～

ど
の
参
加
者
が
初
体
験
で
し
た

が
、
誰
で
も
簡
単
に
楽
し
め
、
一

発
逆
転
が
あ
っ
て
勝
負
と
し
て
も

お
も
し
ろ
い
と
好
評
で
し
た
。
９

月
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

を
開
催
。
94
歳
の
方
も
参
加
し
、

秋
空
の
下
で
心
地
よ
い
汗
を
流
し

ま
し
た
。

　

サ
ロ
ン
活
動
は
避
難
者
同
士
、

避
難
者
と
地
域
住
民
と
の
交
流
の

場
で
あ
る
と
同
時
に
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
と
っ
て
は
情
報
収
集

の
場
で
も
あ
り
ま
す
。
何
気
な
い

会
話
の
中
か
ら
避
難
者
が
抱
え
る

課
題
を
吸
い
上
げ
、
解
決
へ
と
つ

な
ぐ
こ
と
も
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
大
切
な
役
割
の
一
つ
で
す
。

　

大
玉
村
社
協
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
は
、
避
難
者
同
士
の
交
流
お

よ
び
避
難
者
と
地
域
住
民
の
交
流

の
場
と
し
て
、
月
に
一
度
「
お
お

た
ま
社
協
サ
ロ
ン
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
健
康
の
た
め
に
体
を
動

か
し
、
か
つ
気
分
転
換
に
も
な
る

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
多
く
取
り
入

れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
５
月
の
サ
ロ
ン
で
は
、
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
式
種
目
に
も

な
っ
て
い
る「
ボ
ッ
チ
ャ
」や
、「
モ

ル
ッ
ク
」
な
ど
を
体
験
。
６
月
は

大
熊
町
社
協
の
生
活
支
援
相
談
員

と
大
熊
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

会
員
を
講
師
に
招
き
、「
囲
碁
ボ
ー

ル
」
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
ほ
と
ん

事例②

大玉村

◀
安
達
太
良
山
を
望
む
村
民
運
動
場
で
開

催
さ
れ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
。

94
歳
の
方
も
元
気
に
参
加
し
ま
し
た

▶
市
役
所
職
員
や
地
元
自
治
会
会
長
を
招

い
て
開
催
し
た
防
災
教
室
。
地
域
の
災

害
履
歴
や
避
難
場
所
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た

防災教室開催で立地地域との関係づくり
～入居者同士の助け合い意識も向上～

定
し
た
「
安
否
確
認
訓
練
」
を
実

施
。
ほ
と
ん
ど
の
世
帯
で
安
否
確

認
が
で
き
、「
自
助
・
共
助
・
公

助
に
加
え
〝
近
助
〞
が
大
切
。
み

ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
行
う
」
と

再
確
認
し
ま
し
た
。
防
災
意
識
が

高
ま
り
、
安
否
確
認
の
た
め
の
名

簿
を
作
成
す
る
な
ど
、
復
興
公
営

住
宅
の
入
居
者
間
の
協
力
体
制
が

で
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
10
月
に
は
、
南
湖
南
団

地
集
会
所
で
白
河
市
社
協
の
出
前

講
座
「
炊
き
出
し
訓
練
」
を
行
い

ま
し
た
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

各
関
係
機
関
が
協
働
し
て
多
彩
な

企
画
を
行
い
、
入
居
者
同
士
の
交

流
や
復
興
公
営
住
宅
と
立
地
地
域

の
関
係
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

昨
年
６
月
、
市
内
に
２
カ
所
あ

る
復
興
公
営
住
宅
の
一
つ
、
南
湖

南
団
地
で
白
河
市
社
協
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
、
N
P
O
法
人

み
ん
ぷ
く
、
双
葉
町
社
協
が
合
同

で
、防
災
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
ず
白
河
市
役
所
が
総
合
防
災

マ
ッ
プ
を
活
用
し
た
災
害
の
備
え

に
つ
い
て
説
明
。
続
い
て
地
元
自

治
会
長
が
東
日
本
大
震
災
や
令
和

元
年
台
風
19
号
の
際
の
被
害
状
況

や
対
応
に
つ
い
て
話
し
、
避
難
者

と
地
域
が
つ
な
が
る
機
会
に
も
な

り
ま
し
た
。

　

防
災
教
室
の
参
加
者
か
ら
の
要

望
に
応
え
る
形
で
、
翌
７
月
に
は

震
度
５
弱
以
上
の
地
震
発
生
を
想

事例③

白河市

◀
安
否
確
認
訓
練
に
は
、
こ
れ
ま
で
他
の

行
事
に
参
加
し
た
こ
と
の
な
か
っ
た
入

居
者
も
参
加
し
、
防
災
意
識
の
高
さ
が

伺
え
ま
し
た

� はあとふる・ふくしま  2023.3

UP
ZOOM

特集

復興公営住宅入居者と地域をつなぐ



　

住
宅
管
理
室
が
管
理
し
て
い
る
相
双
地

区
の
復
興
公
営
住
宅
は
南
相
馬
市
に
５

棟
、
広
野
町
に
１
棟
あ
り
ま
す
。「
約
１

１
０
０
世
帯
が
入
居
し
て
お
り
、
ほ
と
ん

ど
が
双
葉
郡
の
方
で
す
」
と
髙
木
室
長
。

以
前
か
ら
社
協
と
関
係
機
関
に
よ
る
連
絡

会
議
に
参
加
し
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で

復
興
公
営
住
宅
の
あ
る
南
相
馬
市
社
協
や

双
葉
郡
の
各
社
協
と
連
携
し
て
き
た
と
い

い
ま
す
。

　
「
入
居
者
の
安
全
を
守
る
と
い
う
目
的

は
社
協
も
我
々
も
同
じ
で
す
。
我
々
に
は

福
祉
関
係
の
知
識
が
な
い
の
で
社
協
の
お

力
を
お
借
り
し
ま
す
し
、
逆
に
緊
急
で
安

否
確
認
が
必
要
な
場
合
は
社
協
か
ら
ご
連

絡
い
た
だ
き
、
我
々
が
そ
の
後
の
対
応
を

し
て
い
ま
す
」。
お
互
い
の
協
力
・
連
携

が
な
い
と
成
り
立
た
な
い
と
、
髙
木
室
長

は
話
し
ま
す
。

　

住
宅
管
理
室
で
は
月
１
回
、
高
齢
者
や

持
病
・
障
が
い
の
あ
る
方
を
中
心
に
復
興

公
営
住
宅
の
見
守
り
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
こ
の
活
動
を
通
し
、
入
居
者
の
高
齢

化
や
孤
独
・
孤
立
な
ど
多
く
の
課
題
に
気

づ
い
た
と
い
う
髙
木
室
長
。
今
年
度
か
ら

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
配
置
さ
れ
、
社
協

連
携
に
よ
る
見
守
り
活
動
が
始
ま
っ
た
こ

と
で
徐
々
に
変
化
が
現
れ
て
い
る
と
話
し

ま
す
。「
こ
れ
ま
で
は
避
難
元
社
協
が
そ

れ
ぞ
れ
対
応
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度

か
ら
関
係
社
協
が
同
じ
腕
章
を
つ
け
て
団

地
全
体
を
見
守
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

社
協
間
の
垣
根
が
な
く
な
り
、
良
い
結
果

が
生
ま
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
」。
髙
木

室
長
自
身
も
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
連
絡

を
取
る
機
会
が
増
え
、
社
協
と
連
携
し
や

す
く
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
企
画
開
催
す
る
復
興
公
営
住
宅
見

守
り
連
携
会
議
に
出
席
し
、
社
協
や
関
係

機
関
と
情
報
共
有
や
意
見
交
換
を
し
て
い

ま
す
。
前
回
の
会
議
で
は
、
室
長
が
以
前

か
ら
感
じ
て
い
た
「
入
居
者
が
少
な
い
自

治
体
出
身
者
は
遠
慮
し
て
輪
に
入
れ
な

い
」
と
い
う
課
題
を
提
起
。
こ
れ
を
受
け

て
生
活
支
援
相
談
員
が
よ
り
積
極
的
に
声

か
け
を
行
い
、
最
近
は
サ
ロ
ン
活
動
を
楽

し
み
に
す
る
人
が
増
え
た
と
感
じ
る
そ
う

で
す
。

　

今
後
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心

に
、
社
協
と
さ
ら
に
良
好
な
関
係
を
築
き

た
い
と
髙
木
室
長
は
話
し
ま
す
。「
今
後

ま
す
ま
す
復
興
公
営
住
宅
の
入
居
者
の
高

齢
化
が
進
み
ま
す
。
高
齢
者
を
守
る
に
は
、

社
協
と
我
々
が
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
必

要
で
す
」。
避
難
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
づ
く
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
社
協
と
住
宅
管
理
室
は
連
携

し
て
い
き
ま
す
。

社
協
間
の
垣
根
が
な
く
な
り

見
守
り
体
制
の
強
化
を
実
感

南
相
馬
市
や
双
葉
郡
の
社
協
と

さ
ま
ざ
ま
な
面
で
連
携

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
県
営
住
宅
管
理
室
の
連
携
で

高
齢
化
が
進
む
復
興
公
営
住
宅
の
課
題
解
決
を
目
指
す

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
を
進
め
る
関
係
機
関
の
一
つ
に
、
復

興
公
営
住
宅
を
管
理
す
る
「
県
営
住
宅
管
理
室
」
が
あ
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
連
携
を
し

て
い
る
の
か
、
ま
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
に
よ
っ
て
ど
ん
な
変
化
が
あ
っ
た
の
か
、

相
双
地
区
県
営
住
宅
管
理
室（
以
下
、「
住
宅
管
理
室
」）の
髙
木
和
彦
室
長
に
伺
い
ま
し
た
。

▲相双地区県営住宅管理室の髙木和彦室長。
復興公営住宅の見守り活動では対象者宅
を訪問し、直接会って話すことを大事にし
ているそうです

◀
今
年
度
か
ら
関
係
社
協
が
同
じ
黄
色
の
腕
章
を
つ

け
て
復
興
公
営
住
宅
の
見
守
り
を
実
施
。出
身
自

治
体
に
関
係
な
く
、入
居
者
が
気
軽
に
相
談
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

▲県社協や住宅管理室など関係機関が参
加する南相馬市復興公営住宅見守り連
携会議をコーディネーターが隔月で企
画・開催し、連携強化を図っています

▲昨年12月に南相馬市の南町復興
公営住宅でコーディネーターが
企画開催した「おはなし＆クリス
マス会」。地域住民も参加して交
流を深めました

たかぎ かずひこ

た
か   

ぎ   

か
ず 

ひ
こ
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県
社
協
避
難
者
生
活
支
援
・
相
談
セ
ン

タ
ー
は
今
年
度
、「
福
島
県
復
興
公
営
住

宅
入
居
者
実
態
調
査
モ
デ
ル
事
業
」
と
し

て
、
郡
山
市
内
の
復
興
公
営
住
宅
18
団
地
・

約
５
７
０
戸
（
空
室
も
含
む
）
を
対
象
に

初
と
な
る
実
態
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活
動
の
場
で
あ
る

復
興
公
営
住
宅
の
入
居
者
が
抱
え
る
不
安

や
課
題
な
ど
の
実
態
を
把
握
し
、
現
在
の

居
住
地
に
お
い
て
安
心
し
た
生
活
が
送
れ

る
よ
う
地
域
、
団
地
ご
と
の
課
題
へ
の
的

確
な
対
策
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
今
後

の
被
災
者
、
避
難
者
支
援
の
方
策
を
検
討

す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

ま
た
、
郡
山
市
の
モ
デ
ル
事
業
を
も
と

に
来
年
度
、
県
内
の
復
興
公
営
住
宅
全
戸

約
５
千
戸
の
実
態
調
査
を
行
う
予
定
で

す
。

　

モ
デ
ル
事
業
は
県
社
協
、
郡
山
市
社
協
、

避
難
元
社
協
が
連
携
し
て
実
施
。
世
帯
構

成
の
ほ
か
、「
日
常
生
活
と
心
身
の
健
康
」

「
社
会
的
な
関
わ
り
の
維
持
」
な
ど
４
区

分
・
35
項
目
に
つ
い
て
個
別
訪
問
に
よ
る

聞
き
取
り
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

調
査
結
果
の
世
帯
構
成
で
は
、
入
居
者

の
高
齢
化
が
改
め
て
浮
き
彫
り
に
な
り
ま

し
た
（
図
❶
〜
❸
）。
ま
た
、「
避
難
元
自

治
体
へ
の
帰
還
（
生
活
再
建
）
を
希
望
し

て
い
る
、
予
定
し
て
い
る
」
と
い
う
項
目

に
は
、
５
割
以
上
の
方
が
「
不
明
」
と
答

え
て
い
ま
す
（
図
❹
）。「
郡
山
市
の
復
興

公
営
住
宅
を
『
終
の
棲
家
』
と
考
え
て
い

る
方
で
も
、
帰
還
へ
の
希
望
と
現
実
の
生

活
の
不
安
と
迷
い
が
あ
り
、
心
が
揺
れ
動

い
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
」
と
、
郡
山

市
社
協
避
難
者
生
活
支
援
相
談
室
の
渡
部

明
美
室
長
は
分
析
し
ま
す
。

　

復
興
公
営
住
宅
入
居
者
の
高
齢
化
が
進

み
、
課
題
が
個
別
化
・
複
雑
多
様
化
す
る

中
、
避
難
者
と
地
域
住
民
が
相
互
に
助
け

合
う
仕
組
み
づ
く
り
の
推
進
が
今
後
ま
す

ま
す
重
要
に
な
り
ま
す
。
郡
山
市
社
協
で

は
、
今
回
の
調
査
結
果
を
も
と
に
団
地
ご

と
の
特
性
に
合
っ
た
対
策
を
図
る
計
画
で

す
。「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
地
域
の
関

係
団
体
と
連
携
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
個
別

支
援
の
経
験
を
活
か
し
、
避
難
者
支
援
に

お
け
る
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
支
援

に
一
層
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
」
と
、
渡

部
室
長
は
意
気
込
み
ま
す
。

調
査
結
果
を
も
と
に
団
地
ご
と
の

特
性
に
合
っ
た
支
援
を
展
開

入
居
者
の
不
安
や
課
題
な
ど
の

実
態
を
把
握
す
る
初
め
て
の
調
査

郡
山
市
で
復
興
公
営
住
宅
入
居
者

実
態
調
査
モ
デ
ル
事
業
を
実
施

▲郡山市社協避難者生活
支援相談室の渡部明美
室長

つ
い

わたなべ あけみ

わ
た 

な
べ 

あ
け  

み

す
み 

か

図 ❶ 世帯構成

図 ❸ 複数の場合の家族形態

5.1 4.4
9.2 9.9

20.6

29.4

15.8

3.3 2.2
0%

10%

20%

30%

40%

20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90代 無回答

27.7

10.6

17.0

34.6

9.6

0.5

0% 10% 20% 30% 40%

高齢者（65 歳以上）のみ

ひとり親
（18 歳未満の子どもがいる）

高齢者（65 歳以上）の親と
その単身の子ども

核家族
（上記以外の夫婦や親子のみ）

どれもあてはまらない

無回答

ある
3.0％

ない
44.8％

不明
51.5％

無回答
0.7％

単身
47.7％

複数
33.0％

空室
19.3％

回答数＝570

図 ❹ 避難元自治体への帰還を
希望している、予定している

図 ❷ 単身の場合の年齢

回答数＝460

回答数＝188

回答数＝272
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福
島
市
飯
坂
町
の
「
い
い
ざ
か

ワ
ー
ク
」は
、障
が
い
を
持
つ
方
々

が
通
う
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

で
す
。「
N
P
O
法
人
よ
つ
ば
」

が
運
営
し
て
お
り
、
生
産
活
動
な

ど
の
機
会
を
提
供
し
て
、
利
用
者

の
地
域
生
活
や
社
会
参
加
を
支
援

し
て
い
ま
す
。
設
立
か
ら
20
年
以

上
の
長
き
に
わ
た
り
活
動
を
続
け

て
お
り
、
現
在
は
約
10
名
の
利
用

者
が
日
々
の
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

現
在
い
い
ざ
か
ワ
ー
ク
で
は
、

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の

中
、主
に
果
物
を
包
む
緩
衝
材「
フ

ル
ー
ツ
キ
ャ
ッ
プ
」
の
折
り
作
業

と
袋
詰
め
を
行
っ
て
い
ま
す
。
多

い
と
き
に
は
月
20
万
枚
を
折
る
こ

と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
ま
た
年
一

回
、
カ
レ
ン
ダ
ー
の
梱
包
作
業
も

引
き
受
け
て
い
る
ほ
か
、
ギ
フ
ト

用
箱
折
り
や
タ
オ
ル
包
装
な
ど
の

仕
事
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
い
い
ざ
か
ワ
ー
ク
で

は
、
こ
の
『
は
あ
と
ふ
る
・
ふ
く

し
ま
』（
以
下
、
は
あ
と
ふ
る
）

の
封
筒
詰
め
作
業
も
行
っ
て
い
ま

す
。『
は
あ
と
ふ
る
』
は
県
内
の

市
町
村
社
協
及
び
県
社
協
の
会
員

施
設
な
ど
に
送
付
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
一
部
の
作
業
を
毎
月
担
当
し

て
い
ま
す
。

　

約
２
，
５
０
０
カ
所
に
発
送
す

る
封
入
作
業
は
、
２
日
間
で
仕
上

げ
ま
す
。
利
用
者
は
、
宛
先
の
ラ

ベ
ル
シ
ー
ル
貼
り
、『
は
あ
と
ふ

る
』
や
追
加
用
紙
の
封
筒
入
れ
、

テ
ー
プ
貼
り
、
ハ
ン
コ
押
し
な
ど

を
手
分
け
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

所
長
の
佐
藤
侑
弘
さ
ん
は
「
受
け

取
っ
た
人
が
喜
ん
で
く
れ
る
よ
う

な
仕
事
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
声
を
か
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

い
い
ざ
か
ワ
ー
ク
で
は
、
作
業

の
留
意
点
と
し
て
で
き
る
だ
け
ミ

ス
が
少
な
く
な
る
よ
う
工
夫
を
し

て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
指
先
の

検
査
で
す
。
切
り
傷
で
紙
を
汚
さ

な
い
よ
う
利
用
者
も
職
員
も
作
業

前
に
確
認
し
ま
す
。
ま
た
ラ
ベ
ル

と
封
筒
は
枚
数
ご
と
に
仕
分
け
て

お
き
、
数
が
ぴ
っ
た
り
合
う
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。「
失
敗
が
続
く

と
気
持
ち
が
沈
ん
で
力
が
発
揮
で

き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
成

功
し
な
が
ら
楽
し
く
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
で
す
ね
」
と
佐
藤
さ
ん
。

　

一
方
、
利
用
者
が
失
敗
か
ら
学

ぶ
こ
と
も
成
功
と
同
じ
く
ら
い
大

切
に
し
て
い
ま
す
。
利
用
者
は
間

違
っ
た
と
こ
ろ
を
職
員
に
相
談
し

た
り
、
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ

れ
ば
聞
い
た
り
し
ま
す
。
作
業
を

ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た
め
、
担
当

の
工
程
が
終
わ
る
ご
と
に
報
告
な

ど
も
し
て
い
ま
す
。
あ
る
利
用
者

の
方
は
「
作
業
は
楽
し
い
で
す
。

焦
り
す
ぎ
る
と
紙
を
破
っ
て
し
ま

う
の
で
落
ち
着
い
て
丁
寧
に
や
っ

て
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

今
後
に
つ
い
て
佐
藤
さ
ん
は
、

「
利
用
者
の
年
齢
が
上
が
っ
て
も

作
業
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
経
験
を

積
み
、
さ
ら
に
能
力
を
伸
ば
し
て

も
ら
い
た
い
で
す
ね
」
と
話
し
ま

す
。「
こ
の
仕
事
な
ら
私
は
負
け

な
い
よ
」
と
い
う
思
い
を
持
っ
て

も
ら
う
こ
と
や
、
新
し
い
仕
事
に

も
果
敢
に
挑
戦
し
、
利
用
者
の
得

意
な
こ
と
を
見
つ
け
る
こ
と
も
進

め
て
い
き
た
い
と
い
い
ま
す
。
さ

ら
に
は
仕
事
を
通
し
て
、
障
が
い

の
あ
る
方
た
ち
が
た
く
さ
ん
の
社

会
貢
献
を
し
て
い
る
こ
と
も
も
っ

と
広
く
伝
え
て
い
き
た
い
と
言

い
、
熱
い
思
い
と
と
も
に
こ
れ
か

ら
を
見
据
え
て
い
ま
す
。

地域活動支援センター　いいざかワーク

心をこめた作業で届ける
『はあとふる・ふくしま』
～いいざかワークの取組み～

20
年
以
上
に
わ
た
り
利
用
者
の

地
域
生
活
や
社
会
参
加
を
支
援

経
験
を
積
み
能
力
を
伸
ば
す

仕
事
を
通
し
て
社
会
に
貢
献

さ
と
う
ゆ
き
ひ
ろ

▲みなさん一丸となって、はあとふるの封入作業に取り組
んでいます。作業は平日の9時から15時まで。10時と
お昼に休憩をはさみます

いいざかワーク
福島市飯坂町字立町 23
024-543-1666
http://npo-yotsuba.org/

取材協力

▲『はあとふる』を封筒に1部ずつ、折れないよう
に気をつけながら詰めていきます
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福
島
市
飯
坂
町
の
「
い
い
ざ
か

ワ
ー
ク
」は
、障
が
い
を
持
つ
方
々

が
通
う
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

で
す
。「
N
P
O
法
人
よ
つ
ば
」

が
運
営
し
て
お
り
、
生
産
活
動
な

ど
の
機
会
を
提
供
し
て
、
利
用
者

の
地
域
生
活
や
社
会
参
加
を
支
援

し
て
い
ま
す
。
設
立
か
ら
20
年
以

上
の
長
き
に
わ
た
り
活
動
を
続
け

て
お
り
、
現
在
は
約
10
名
の
利
用

者
が
日
々
の
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

現
在
い
い
ざ
か
ワ
ー
ク
で
は
、

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の

中
、主
に
果
物
を
包
む
緩
衝
材「
フ

ル
ー
ツ
キ
ャ
ッ
プ
」
の
折
り
作
業

と
袋
詰
め
を
行
っ
て
い
ま
す
。
多

い
と
き
に
は
月
20
万
枚
を
折
る
こ

と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
ま
た
年
一

回
、
カ
レ
ン
ダ
ー
の
梱
包
作
業
も

引
き
受
け
て
い
る
ほ
か
、
ギ
フ
ト

用
箱
折
り
や
タ
オ
ル
包
装
な
ど
の

仕
事
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
い
い
ざ
か
ワ
ー
ク
で

は
、
こ
の
『
は
あ
と
ふ
る
・
ふ
く

し
ま
』（
以
下
、
は
あ
と
ふ
る
）

の
封
筒
詰
め
作
業
も
行
っ
て
い
ま

す
。『
は
あ
と
ふ
る
』
は
県
内
の

市
町
村
社
協
及
び
県
社
協
の
会
員

施
設
な
ど
に
送
付
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
一
部
の
作
業
を
毎
月
担
当
し

て
い
ま
す
。

　

約
２
，
５
０
０
カ
所
に
発
送
す

る
封
入
作
業
は
、
２
日
間
で
仕
上

げ
ま
す
。
利
用
者
は
、
宛
先
の
ラ

ベ
ル
シ
ー
ル
貼
り
、『
は
あ
と
ふ

る
』
や
追
加
用
紙
の
封
筒
入
れ
、

テ
ー
プ
貼
り
、
ハ
ン
コ
押
し
な
ど

を
手
分
け
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

所
長
の
佐
藤
侑
弘
さ
ん
は
「
受
け

取
っ
た
人
が
喜
ん
で
く
れ
る
よ
う

な
仕
事
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
声
を
か
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

い
い
ざ
か
ワ
ー
ク
で
は
、
作
業

の
留
意
点
と
し
て
で
き
る
だ
け
ミ

ス
が
少
な
く
な
る
よ
う
工
夫
を
し

て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
指
先
の

検
査
で
す
。
切
り
傷
で
紙
を
汚
さ

な
い
よ
う
利
用
者
も
職
員
も
作
業

前
に
確
認
し
ま
す
。
ま
た
ラ
ベ
ル

と
封
筒
は
枚
数
ご
と
に
仕
分
け
て

お
き
、
数
が
ぴ
っ
た
り
合
う
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。「
失
敗
が
続
く

と
気
持
ち
が
沈
ん
で
力
が
発
揮
で

き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
成

功
し
な
が
ら
楽
し
く
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
で
す
ね
」
と
佐
藤
さ
ん
。

　

一
方
、
利
用
者
が
失
敗
か
ら
学

ぶ
こ
と
も
成
功
と
同
じ
く
ら
い
大

切
に
し
て
い
ま
す
。
利
用
者
は
間

違
っ
た
と
こ
ろ
を
職
員
に
相
談
し

た
り
、
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ

れ
ば
聞
い
た
り
し
ま
す
。
作
業
を

ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た
め
、
担
当

の
工
程
が
終
わ
る
ご
と
に
報
告
な

ど
も
し
て
い
ま
す
。
あ
る
利
用
者

の
方
は
「
作
業
は
楽
し
い
で
す
。

焦
り
す
ぎ
る
と
紙
を
破
っ
て
し
ま

う
の
で
落
ち
着
い
て
丁
寧
に
や
っ

て
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

今
後
に
つ
い
て
佐
藤
さ
ん
は
、

「
利
用
者
の
年
齢
が
上
が
っ
て
も

作
業
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
経
験
を

積
み
、
さ
ら
に
能
力
を
伸
ば
し
て

も
ら
い
た
い
で
す
ね
」
と
話
し
ま

す
。「
こ
の
仕
事
な
ら
私
は
負
け

な
い
よ
」
と
い
う
思
い
を
持
っ
て

も
ら
う
こ
と
や
、
新
し
い
仕
事
に

も
果
敢
に
挑
戦
し
、
利
用
者
の
得

意
な
こ
と
を
見
つ
け
る
こ
と
も
進

め
て
い
き
た
い
と
い
い
ま
す
。
さ

ら
に
は
仕
事
を
通
し
て
、
障
が
い

の
あ
る
方
た
ち
が
た
く
さ
ん
の
社

会
貢
献
を
し
て
い
る
こ
と
も
も
っ

と
広
く
伝
え
て
い
き
た
い
と
言

い
、
熱
い
思
い
と
と
も
に
こ
れ
か

ら
を
見
据
え
て
い
ま
す
。

　自治会の会員と福島大学の学生が一堂に会し交流を
深めることにより、避難生活のストレスを緩和しリラッ
クスする時間を過ごしてもらうことを目的に「芋煮会」
と「クリスマス会」を実施しました。避難後離れて生
活することになってしまった孫世代の学生と会話しなが
ら親睦を深めることにより、日ごろの悩みや不安から
離れ楽しい時間を過ごし、今後生活していく上での意
欲向上につなげるねらいもありました。
　芋煮会は令和4年10月22日に、クリスマス会は同
年12月23日に行いました。芋煮会は、コロナが少し
落ち着いていましたので、今年初めて集合しての行事
を開催し、福島大学生とサロンスタッフが作った芋煮と
お弁当を食べながら「富岡我が町」を合唱したり、ビ
ンゴゲームで大いに盛り上がり、楽しい時間を過ごしま
した。クリスマス会も、皆でフラダンスを踊ったりして
大いに盛り上がりましたが、時節柄時間を切り上げ早
めに終了しました。コロナ禍で感染者の数もそれほど
減っていない状況でしたが、行動制限のない年末とい
うことで、会場・主催者の感染防止対策も十分の中で
行事が開催され、ひと時でしたが、皆さんと会えて楽
しい時間を過ごせまし
た。ご支援本当にあり
がとうございました。
今後も赤い羽根の募金
には協力したいと思い
ます。

皆様の募金により、
「つながり」が生まれています。

社会福祉法人 福島県共同募金会
〒960-8141福島市渡利字七社宮111(福島県総合社会福祉センター内)
TEL(024)522-0822 FAX(024)528-1234
メールアドレス　akaihane@axel.ocn.ne.jp
ホームページ　https://akaihane-fukushima.or.jp/

赤い羽根で
ささえあい

　まもなく東日本大震災から１２年を迎えます。復興・
災害公営住宅や避難先、転居先での新たなコミュニティ
づくり、避難解除となった地区や津波等で被災した地区
のコミュニティの再生を目的とした地域活動を支援する
ため、福島県共同募金会では「令和４年度赤い羽根『災
害ボランティア・NPO活動サポート募
金２』被災地住民支えあい活動助成事
業」を実施してきました。今月号では、
今年度助成を受けた団体からお寄せい
ただいたメッセージをご紹介します。

富岡町
福島市及び県北地区在住
富岡町民自治会
助成事業名：芋煮会・クリスマス会の開催

仕事を受けるときには、利
用者さんに

合っているか、内容や納期
を考慮してい

ます。作業を続けることで
、できること

や得意なことを伸ばして、
自分の能力を

より生かせるようになって
ほしいですね

▲いいざかワーク所長の佐藤侑弘さん

NPO法人よつば
ホームページ

さとうゆきひろ

� はあとふる・ふくしま  2023.3



県社協からのお知らせ

　いきいき長寿県民賞は、年齢を感じさせない生き方をしている高齢者
の方や積極的に社会参加活動を行っている高齢者団体を広く県民に紹介
し、その功績を表彰するものです。みなさんの周りに、お心当たりの方（団
体）はいませんか？ぜひ、ご推薦・ご応募ください！

当選者の発表は商品の発送を
もって代えさせていただきます。

社会福祉法人育成会 いわき学園
（いわき市　生活介護・就労継続支援B型）

手作りクッキーの
詰め合わせセット

今月のプレゼント

クロスワードにチャレンジ!

ハガキまたはEメールにパズルの答えと ①住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号、
業種 ②本誌に対するご意見、ご感想、ご要望を全てご記入の上、ご応募ください。
令和5年4月14日（金）
〒960-8141 福島市渡利字七社宮111
社会福祉法人 福島県社会福祉協議会
「はあとふる・ふくしまパズル係」

応募方法

締　　切
宛　　先

※ご記入の個人情報は適切に管理し、目的以外に使用しません。
※本誌に対するご意見、ご感想、ご要望の一部は、「読者のおたより」に掲載させていただく場合もございます。

A B C D E F

2月号の正解

SNS（エスエヌエス）
多数のご応募
ありがとう
ございました

正解者から抽選で3名にプレゼントが当たる

メールでの
ご応募は
こちら！

第26回いきいき長寿県民賞について
～皆様からの推薦・応募をお待ちしています～

https://w
w
w
.fukushim

akenshakyo.or.jp
E-m

ail 　

heartful@
fukushim

akenshakyo.or.jp

※
本
誌
に
掲
載
の
記
事
・
写
真
・
イ
ラ
ス
ト
の
無
断
転
載
・
複
製
を
禁
じ
ま
す
。

発
行
日
／
令
和
5
年
3
月
15
日　
　
　
　
　

制
作
・
印
刷
／（
株
）民
報
印
刷　

発
行・企
画
編
集
　
社
会
福
祉
法
人 

福
島
県
社
会
福
祉
協
議
会

T
EL

（024

）523-1251 　

FA
X

（024

）523-4477

編集後記編集後記
　避難者地域支援コーディネー
ターが活動を始めて間もなく1年。
地域の実情に応じた特色ある支援

が動き出しています。今回の特集では県営住宅管理室と
の連携も紹介しましたが、地域の社会資源の活用がます
ます重要になっています。

（避難者生活支援・相談センター　今野 由香）

毎号読むのを楽
しみにしていま
す。日常の生活
に役立つことばか
りで、興味深く拝
見しております。

（41歳　事務職）

民生委員としてグルー
プホームや障がい者
作業所の活動に参加
させて頂いていま
す。何かの役に立っ
ているなら嬉しいで
す。    （62歳　民生委員）

避難者支援に奮闘している、民生
児童委員の皆さんのご苦労を初め
て知りました。原発災害は、様々
なところに波及しているのです
ね。地域福祉の向上に大きな役割
を担っている委員の皆さんありが
とうございます。　      (72歳　農業)

1 
月
号
へ
の

読
者
の
お
た
よ
りこん の　ゆ   か

お問い合わせ先
県社協 いきいき長寿室　いきいき長寿県民賞係
TEL024-524-2224　FAX024-524-2228

➡ ヨコのカギ

⬇ タテのカギ

●
●
●
●
●
●
●
●

お風呂に入ること
世界
リコピン豊富な赤い野菜
『○○○和歌集』は全二十巻の勅撰和歌集
平和を願うジョン・レノンの楽曲
激しい雷
横○○歩道。○○捨離。○○熱
天井のこれは時々顔に見えて怖い

1
2
3
4
6
8
11
12

●
●
●
●
●
●
●
●

江戸時代は鳴き声を「東天紅」と表記した鳥
未確認生物
⇔野暮
3分したら帰ってしまう巨大変身ヒーロー
豊臣秀頼の母
○○を通す。食い○○が張っている
天界を追放された天使
その人の意思に任せること

1
5
6
7
9
10
11
13

全部できたら二重ワクの6文字をABC順に読んでいくと、
それが答えです。

1

11

10

7

3

12

8

9

2
C

5

A

4
F

6
E

D

13

B

令和5年４月3日（月）～５月３１日（水）　※当日消印有効

●主体的に社会とのかかわりを持ち続け、現在もいきいきと年
齢を感じさせない生き方をしている概ね65歳以上の方

●主体的に社会とのかかわりを持ち続け、現在も積極的に社
会参加活動をし、いきいきと充実した生活を送っている概
ね65歳以上の方で構成されている団体

※過去にいきいき長寿県民賞(いきいきライフ賞を含む)を受賞さ
れた方やエイジレス・ライフ実践事例及び社会参加活動事例に
決定された方などを除く

詳しくは、下記までお問い合わせください。

募集期間

募集対象

問合せ先

＜参考＞
令和４年度
第25回募集ポスター


